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(1) 無機廃液処理装置 (KMS) 利用状況 
 
a. 無機廃液の処理実績  
無機廃液に関する 1980 年度から 2015 年度までの
年度別処理量及び 2015 年度の部局別処理実績をそ













































年   度 
図 1 無機廃液の年度別処理量 
－ 40 －
表 1 無機廃液部局別処理実績（2015年度） 
 
地   区 部      局 一般重金属系 水銀系 シアン系 フッ素系 リン酸系 合  計 
理学部 
理学研究科 400.0   0.0   20.0   0.0   0.0   420.0   
生態学研究センター 46.0   31.0   0.0   0.0   0.0   77.0   
生命科学研究科 40.0   0.0   20.0   0.0   0.0   60.0   
病院 病院 392.0   0.0   0.0   0.0   0.0   392.0   
病院西地区 再生医科学研究所 43.0   0.0   10.0   12.0   0.0   65.0   
薬学部 薬学研究科 47.0   0.0   20.0   0.0   0.0   67.0   
工学部 
工学研究科 1,727.0   120.0   20.0   510.0   200.0   2,577.0   
エネルギー科学研究科 140.0   0.0   0.0   0.0   40.0   180.0   
地球環境学堂 140.0   0.0   0.0   0.0   0.0   140.0   
農学部 
農学研究科（含宇治地区） 1,048.0   30.0   113.0   80.0   80.0   1,351.0   
フィールド科学教育研究センター 80.0   0.0   60.0   0.0   0.0   140.0   
総合人間学部 
人間・環境学研究科 120.0   10.0   0.0   0.0   0.0   130.0   





128.0   0.0   0.0   6.5   60.0   194.5   
環境科学センター 
原子炉実験所 83.0   0.0   0.0   0.0   10.0   93.0   
霊長類研究所 150.0   0.0   0.0   0.0   10.0   160.0   
ナノテクノロジーハブ拠点 54.0   0.0   0.0   18.0   0.0   72.0   
アジアアフリカ研究センター 1.9   0.0   0.0   4.2   5.7   11.8   
iPS研究所 3.0   0.4   0.0   0.0   0.0   3.4   
環境科学センター 0.0   7.5   20.0   0.0   60.0   87.5   





















る。2015 年度の延べ利用者数は 189 人であった。
 








図2 KMSで1年間に処理された主な元素の量 (2015年度） 
－サンプル分析と処理時分析の比較－ 
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表 2 地区別ミニプラント利用者数 (2015年度） 
 
地   区 
実  施  月 
合計 5月 7月 9月 11月 12月 
工学部 0 27(15) 29(13) 25(15) 27(13) 108(56) 
農学部 23 0 0 0 17 40 
理学部 6 0 0 5 0 11 
宇治地区 0 0 0 0 0 0 
総合人間学部地区 0 0 0 10 0 10 
薬学部 2 0 0 1 0 3 
病院西地区 0 2 0 1 0 3 
病院 0 0 0 0 4 4 
医学部 0 0 0 0 0 0 
物質-細胞統合システム拠点 0 5 0 0 0 5 
環境科学センター 0 5 0 0 0 5 







処理 に使用さ れたかを使 用対象と して記 号
M,Hg,CN,P,F で表し、対応する処理を注釈を付けて
























項      目 使 用 量 
使 用 対 象 
M Hg CN P F 
苛性ソーダ（24%） 4,759 L ○ ○ ○ ○ ○ 
苛性ソーダ（フレーク） 82 kg       ○ ○ 
硫酸（10%） 251 L ○ ○ ○     
硫酸（98%） 20 L ○ ○       
硫酸第 1鉄 4,000 kg ○         
過マンガン酸カリウム 
（粉末） 20 kg ○ ○       
塩酸ヒドロキシルアミン 
(5%) 16 L   ○       
オリトール S 
（重金属除去剤） 3 L ○         
消泡剤 2 L ○   ○     
塩化カルシウム 408 kg       ○ ○ 
次亜塩素酸ソーダ 176 L     ○     
硫酸ばんど 20 kg        ○ 
高分子凝集剤(0.1%) 390 L       ○ ○ 
電気（動力） 3,596 kwh ○ ○ ○ ○ ○ 
都市ガス 719 m3 ○ ○       
上水 216 m3 ○ ○ ○ ○ ○ 
M    一般重金属系（フェライト化処理） 
Hg   水銀系（酸化分解・キレート樹脂吸着処理） 
CN   シアン系（アルカリ塩素処理＋紫外線・オゾン分解処理） 
F,P   フッ素・リン酸系（石灰化処理） 
 
表 4 KMSにおけるスラッジ等発生・搬出状況 
（2015年度分） 
 
スラッジ種類 発生量（kg) 搬出量 (kg) 
フェライトスラッジ 1,842  2723(673) 





















































図 3 廃液中の元素別平均濃度とミニプラント試験結果( 2015年度) 
飽和磁化(emu/g) 
 ◎ 70以上 
 ○ 60以上 70未満 
 △ 40以上 60未満 
 × 10倍を超える希釈 











表 5 KMSで処理された無機廃液中の主な元素等の年度別平均濃度 ( mg/L ) 
 
一般重金属系 
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn PO4 
2011 5,240.9 0 89 27 2 32 360 45 180 280 71 12 120 500 
2012 4,972.0 0 52 62 2 28 430 97 320 300 170 130 80 150 
2013 4,741.0 0 82 9 1 19 560 120 360 1000 140 58 44 300 
2014 4,557.8 0 45 5 0 12 1000 63 570 1200 220 9 12 310 
2015 5,022.9 0 90 7 42 11 353 160 67 240 146 12 41 297 
水銀系 
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn PO4 
2011 351.7   680   72   8   0   2   24   410   2300   14   4   7   320   2,500   
2012 195.2   1100   150   1   1   3   22   7   310   33   1   0   200   170   
2013 244.0   740   120   0   2   4   42   43   33   26   3   6   6   2,000   
2014 110.0   250   6   0   0   0   4   4   25   68   2   0   7   5,200   
2015 200.9   103   39   1   14   152   94   58   54   67   63   8   1   991   
リン酸系 
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn PO4 
2011 578.0   0   2   21   0   2   9   20   90   60   30   6   340   130,000   
2012 285.0   0   7   18   0   0   450   2   5   17   110   2   2   77,000   
2013 522.0   0   3   2   0   1   1   9   45   2   1   7   0   46,000   
2014 537.0   0   20   0   1   6   19   7   92   16   10   0   0   43,000   
2015 465.7   0   2   3   0   0   2   3   5   12   194   21   3   27,305   
シアン系 
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn PO4 CN 
2011 293.5   0   13   0   0   0   19   0   1   190   12   1   0   4500   520   
2012 189.2   0   3   6   0   0   7   0   19   620   0   0   0   310   960   
2013 273.0   0   1   0   0   0   15   5   3   150   3   0   0   0   79   
2014 240.4   0   0   4   1   0   23   2   4   40   0   0   0   58   720   
2015 283.0   0   0   0   0   0   10   3   59   51   47   4   0   261   820   
フッ素系 
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn PO4 F 
2011 423.0   18   7   0   4   3   34   2   61   31   18   0   6   460   16,000   
2012 399.0   0   6   2   0   7   0   0   15   13   0   1   82   310   69,000   
2013 660.0   0   10   0   2   5   12   18   23   35   15   8   120   950   44,000   
2014 771.5   0   10   0   0   15   11   170   54   210   7   3   0   650   33,000   
2015 630.7   0   6   0   0   0   1   2   17   33   0   0   0   54   54,000   
 








平   均   濃   度 （mg/L） 試験数 
（ﾊﾞｯﾁ） Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn 
※ × 614 12.2 132 0 0 0 1501 8 7 74 252 3 0 18  
40～60 △ 173 3.4 11 7 0 0 68 11 396 49 230 11 339 8  
60～70 ○ 792 15.8 157 34 0 1 332 134 54 163 88 34 14 26  
70以上 ◎ 3,444 68.6 74 3 62 16 172 206 65 305 140 9 40 77  











































































表 7 一般重金属廃液中のTOC（全有機体炭素mg/L）測定結果 
2000 年 1 月～2016 年 3 月 
部      局 TOC（平均） TOC最大 液量(L) サンプル数 
 薬学研究科 19,000 76,000 1,254 37 
 化学研究所 19,000 180,000 2,713 87 
 エネルギー理工学研究所 19,000 110,000 544 19 
 病院 15,000 250,000 3,132 58 
 工学研究科 14,000 250,000 27,025 654 
 再生医科学研究所 13,000 57,000 50 4 
 保健学科・医療短期大学・人間健康科学 10,000 59,000 828 32 
 医学研究科 9,600 45,000 385 13 
 霊長類研究所 9,200 310,000 648 19 
 理学研究科 8,900 110,000 6,744 134 
 人間･環境学研究科 6,900 47,000 2,374 59 
物質-細胞統合システム拠点 6,300 6,300 100 1 
 生命科学研究科 5,800 19,000 325 13 
 エネルギー科学研究科 5,400 97,000 4,776 88 
 地球環境学堂 4,700 35,000 1,400 24 
 生存圏研究所 4,200 46,000 1,049 19 
 フィールド科学研究科 4,200 8,000 1,000 15 
 ベンチャービジネスラボラトリー 4,000 12,000 240 9 
 生態学研究センター 2,700 21,000 2,154 52 
 原子炉実験所 2,500 18,000 250 7 
 農学研究科 1,700 170,000 10,695 190 
 総合人間･教育推進部・学務部･国際高等教育院 1,100 20,000 10,721 56 
 防災研究所 420 520 82 2 
 その他（環境科学センター、博物館、アジアアフリ
カ、ナノハブ等） 
4,800 16,000 432 13 
部 局 合 計 8,700 310,000 78,920 1,605 
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用の 2 枚の利用申込カード（表 1 参照）に所
定事項を記入し、提出用を所属部局の KMS
管理小委員会委員に提出します（図1の(a)）。 






























平成   年   月   日  
 部局名                               整理番号          
 廃液系別 Hg, CN, P, F, M（該当するものすべて○印で囲む） 貯留区分（   ）  
 廃液量       L   pH              容器番号          
 
 ① 有機物の有無（EDTA などのキレート剤も含む）  
    □0%  □0 ～0.1%  □0.1%以上  
    （内容物                          ）  
 ② リン酸の有無   □0%  □0 ～0.1%  □0.1%以上  
 ③ 珪酸の有無   □0%  □0 ～200ppm  □200ppm 以上  
 ④ アンモニアの有無  □0%  □0 ～0.1%  □0.1%以上  
 ⑤ 廃液区分 Hg の有無  □無機水銀  □有機水銀（塩化物の混入・□有□無） 
 ⑥ 1,4-ジオキサンの有無  □有   □無 (無の場合は、⑦に回答してください。) 
 ⑦ 研究室で 1,4-ジオキサンを □使用している□使用していない  
 










所 属  
申込責任者（職名：教員）                       ○印  
 連絡先電話番号（         ）  
指導員（職名）                            ○印  
 連絡先電話番号（         ）  
利用者（職名）  
 連絡先電話番号（         ）  
京都大学環境安全保健機構  
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保存用  提出用 
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